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して最も多い low energy availability を予防し、これに起因する低 estrogen 状態を回避
すること、あるいは適正体重を確保することが、骨量減少の予防に重要となること
が示唆された。また、10 代の女性アスリートにおいては、TRACP-5b が疲労骨折の
予測マーカーとして有用となりうることも、初めて示された。 
以上のことから、女性アスリートにおける続発性無月経と骨量減少の関連、疲労
骨折の予測マーカーとしての TRACP-5b を明らかにした点には特筆すべき新規性
があり、さらにこれらの知見を基盤に、女性アスリートの骨量減少や疲労骨折の予
防に向けた科学的な健康管理の取り組みが進むであろう点で、臨床的な発展性も高
く評価される。よって本審査委員会は、本研究を博士（医学）の学位に十分に値す
ると判定した。 
